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に見られたが、発生率に有意差はなかった （P= 0. 09）。一方、衆液腫はSACS法グループで
有意に多く見られた (JO.4%、p= 0. 002）。
再発もしくは無効の結果であった患者は両グループで2例ずつのあり、有意差はなかった（努
除法グループ2.2% vs SACS法グループ I.1%、P=0.614）。
結論： SACS法は努除法より安全であった。どちらの術式も非常に有効であった。外科的治療の
選択肢の意思決定は、ドレッシングの不快感、回復時間、疲痕形成、およびコストといったよう
な他の要因によって影響されるが、今回の研究結果は、外科医と患者の両者にとって有益な情報
となると思われる。
